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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 33,801 ― 2,899 ― 2,980 ― 1,733 ―
20年3月期第2四半期 28,847 19.7 2,688 22.3 2,759 28.4 1,586 21.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 223.25 ―
20年3月期第2四半期 217.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 65,470 26,203 31.9 2,603.00
20年3月期 62,227 24,776 32.3 2,759.91

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  20,860百万円 20年3月期  20,088百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
21年3月期 ― 15.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 15.00 30.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,000 5.0 5,750 4.1 5,250 △1.9 2,700 △9.7 322.49

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

１．平成20年７月１日付にて、普通株式１株を1.2株とする株式分割を行っております。 
２．平成20年７月31日付にて、特定の株主から自己株式720,000株を取得しております。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年４月25日発表の連結業績予想の修正は行っておりません。本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及
び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の
ご利用にあたっての注意事項等については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 1 社 （社名 株式会社中村製作所 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  8,737,200株 20年3月期  7,281,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  723,322株 20年3月期  2,400株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  7,766,349株 20年3月期第2四半期  7,278,600株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第２四半期連結累計期間（６ヶ月）におけるわが国経済は、原油高に伴う原材料価格の高騰等により、企業収益

は減少傾向で推移し、世界的な金融不安による株式・為替市場等の低迷に伴い、景気減速感が鮮明になってまいりま

した。

　自動車業界におきましては、国内では新車販売は低い水準で推移し、輸出に支えられた国内生産も後半には減少に

転じました。海外におきましては、前半は現地生産、販売は増加基調で推移しましたが、欧米に加えてアジア、中南

米等の新興国でも需要が減速する兆しが出始めております。

　このような状況のもと当社グループは、新型車に係る受注部品の量産立ち上げに注力するとともに、グローバル金

型戦略を機軸とした生産能力の増強、及び国内外での生産体質の改革を図ってまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、為替換算の影響はありますものの、車体部品の売上は国内、中

国及びブラジルを中心に増加傾向で推移し、売上高は33,801百万円（前年同期比17.2％増）、営業利益は2,899百万円

（前年同期比7.9％増）、経常利益は2,980百万円（前年同期比8.0％増）、四半期純利益は1,733百万円（前年同期比

9.3％増）となりました。

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　国内におきましては、車体部品の売上が増加したこと等により、売上高は19,677百万円（前年同期比20.1％増）

となりましたが、材料価格の上昇や減価償却費の増加等のコスト増により、営業利益は1,232百万円（前年同期比

23.3％減）となりました。

②北米　

　北米におきましては、車体部品の生産は僅かながら増産傾向で推移いたしましたが、為替換算の影響により売上

高は3,649百万円（前年同期比11.7％減）となりました。営業利益については収益体質の改善が進み522百万円（前

年同期比10.4％増）となりました。

③アジア

　アジアにおきましては、中国における車体部品の生産が増産傾向で推移し、売上高は8,552百万円（前年同期比

20.4％増）、営業利益は1,039百万円（前年同期比88.4％増）となりました。

④中南米

　中南米におきましては、ブラジルにおける車体部品の生産が増産傾向で推移し、売上高3,661百万円（前年同期比

45.7％増）となり、営業利益253百万円（前年同期比60.6％増）となりました。

※「連結経営成績に関する定性的情報」における前年同四半期増減率は、参考として記載しております。

２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比較して3,243百万円増加し、65,470百万円

となりました。

　資産の部につきましては、流動資産は現金及び預金、仕掛品の増加等により、前連結会計年度末と比較して1,787百

万円増加いたしました。

　有形固定資産は、国内における金型開発用設備、中国における生産能力増強に向けた設備投資により、前連結会計

年度末と比較して719百万円の増加し、37,637百万円となりました。また、投資その他の資産は、投資有価証券の評価

増等により前連結会計年度末と比較して757百万円増加いたしました。これらにより固定資産は、前連結会計年度と比

較して1,455百万円増加し、46,830百万円となりました。

　また、負債の部につきましては、短期借入金及び長期借入金の増加等により、1,816百万円増加し39,267百万円とな

りました。

　純資産の部につきましては、利益剰余金及び少数株主持分の増加、自己株式取得による減少等により、1,426百万円

増加し、26,203百万円となりました。
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　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、5,997百万円（前年同期比1,436百万円増加）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益が2,952百万円、有形固定資産等の減価償却費3,587百万円、仕入債務の増加額375百万円、未

払金の増加額406百万円、法人税等の支払額△729百万円、たな卸資産の増加額△660百万円などによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、6,076百万円（前年同期比896百万円減少）となりました。これは主に、国内及

び海外における生産能力増強並びに新規車種生産設備の取得等有形固定資産の取得による支出△6,904百万円、有形

固定資産の売却による収入926百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果調達した資金は、918百万円（前年同期比1,830百万円減少）となりました。これは主に、短期借

入金の純増額1,108百万円、長期借入れによる収入3,079百万円、長期借入金の返済による支出△1,840百万円、自己

株式の取得による支出△1,056百万円等によるものであります。

　以上のことから、前連結会計年度末の資金残高に比べ718百万円増加し、当四半期連結会計期間末における資金残高

は2,866百万円となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　今後の見通しにつきましては、国内景気は企業業績の落ち込みや個人消費の低迷が深刻化しており、海外において

も米国経済の冷え込みや原材料価格高騰等の影響が懸念され、景気の悪化が顕著になるものと考えられます。

　当社グループは、世界的な景気後退に備えて収益体質の更なる強化に努め、国内外における生産体質の改革を推進

してまいります。

　平成21年３月期の業績予想につきましては、米国では自動車販売の低迷に伴う売上減とともに、為替レートの変動

による影響が予想されます。また、中国、ブラジルにおける需要の伸びが鈍化傾向となることが考えられますが、現

段階では平成20年４月25日に公表いたしました業績予想に変更はございません。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　第１四半期連結会計期間において、株式会社中村製作所は当社が吸収合併したことにより解散しております。

また、キクチ・ユーエスエー・インコーポレーテッドは、純資産及び売上高並びに四半期純利益及び利益剰余

金（持分に見合う額）等はいずれも四半期連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、第１四半期連結

会計期間より、連結の範囲及び持分法の適用から除外しております。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　なお、この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への

影響は軽微であります。

③　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これにより、四半期連結貸借対照表については、利益剰余金が142百万円増加いたしましたが、当第２四半期

連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

④　リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日）企業会計審議会

第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったこ

とに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。これによる、当第２四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　また、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。これによる、当第２

四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響はありません。

⑤　在外連結子会社の収益及び費用の換算方法の変更

　在外連結子会社の収益及び費用は、従来、当該子会社の決算日の直物為替相場により換算しておりましたが、

当四半期連結会計期間より、期中平均為替相場により換算する方法に変更しております。この変更は、在外連

結子会社の重要性が増してきたため、短期的な為替相場変動の影響を排除し期間損益をより適正に表示するた

めに行ったものであります。これによる、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は「セグメント情報」に記載しております。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,469,853 2,704,824

受取手形及び売掛金 7,344,290 7,141,302

有償支給未収入金 467,454 357,924

製品 478,889 254,455

原材料 929,242 836,768

仕掛品 4,190,486 3,866,798

繰延税金資産 544,731 580,985

その他 1,215,167 1,109,479

流動資産合計 18,640,115 16,852,539

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,444,850 9,398,288

機械装置及び運搬具（純額） 11,355,817 9,799,163

工具、器具及び備品（純額） 5,009,862 3,610,601

土地 7,319,840 7,296,214

建設仮勘定 4,507,602 6,814,286

有形固定資産 37,637,974 36,918,554

無形固定資産 511,167 532,456

投資その他の資産   

投資有価証券 7,751,415 7,099,940

その他 930,101 824,083

投資その他の資産 8,681,516 7,924,024

固定資産合計 46,830,658 45,375,035

資産合計 65,470,774 62,227,574

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,458,507 6,177,494

短期借入金 9,964,244 8,802,693

1年内返済予定の長期借入金 3,592,261 3,264,376

未払法人税等 666,176 590,952

賞与引当金 769,628 598,592

役員賞与引当金 16,250 36,500

その他 4,297,313 5,348,170

流動負債合計 25,764,381 24,818,779

固定負債   

長期借入金 11,341,498 10,481,129

長期未払金 837,048 746,220

退職給付引当金 714,822 700,687



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

役員退職慰労引当金 363,106 371,754

その他 246,755 332,433

固定負債合計 13,503,230 12,632,225

負債合計 39,267,612 37,451,005

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,531,708 1,531,708

資本剰余金 1,620,525 1,620,525

利益剰余金 17,707,841 15,982,412

自己株式 △1,059,410 △2,527

株主資本合計 19,800,663 19,132,117

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,261,483 1,134,308

為替換算調整勘定 △202,033 △178,149

評価・換算差額等合計 1,059,450 956,159

少数株主持分 5,343,048 4,688,292

純資産合計 26,203,161 24,776,569

負債純資産合計 65,470,774 62,227,574



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 33,801,867

売上原価 28,567,056

売上総利益 5,234,811

販売費及び一般管理費 2,335,261

営業利益 2,899,550

営業外収益  

受取利息 40,463

受取配当金 44,831

持分法による投資利益 260,292

その他 90,013

営業外収益合計 435,601

営業外費用  

支払利息 310,630

為替差損 25,573

その他 18,407

営業外費用合計 354,612

経常利益 2,980,539

特別利益  

固定資産売却益 3,774

その他 680

特別利益合計 4,454

特別損失  

固定資産売却損 945

固定資産除却損 32,040

特別損失合計 32,985

税金等調整前四半期純利益 2,952,008

法人税、住民税及び事業税 792,500

法人税等調整額 △37,699

法人税等合計 754,800

少数株主利益 463,339

四半期純利益 1,733,867



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,952,008

減価償却費 3,587,258

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41,554

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36,068

賞与引当金の増減額（△は減少） 162,552

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,250

受取利息及び受取配当金 △85,295

支払利息 310,630

持分法による投資損益（△は益） △260,292

持分法適用会社への未実現利益調整 △13,998

固定資産売却損益（△は益） △2,829

固定資産除却損 32,040

売上債権の増減額（△は増加） △380,339

たな卸資産の増減額（△は増加） △660,948

仕入債務の増減額（△は減少） 375,098

未払消費税等の増減額（△は減少） 134,916

前受金の増減額（△は減少） 339,912

未払金の増減額（△は減少） 406,320

その他 △25,303

小計 6,856,967

利息及び配当金の受取額 95,638

利息の支払額 △299,795

法人税等の支払額 △729,049

国庫補助金等の受取額 74,183

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,997,944

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △399,940

定期預金の払戻による収入 354,970

有形固定資産の取得による支出 △6,904,240

有形固定資産の売却による収入 926,480

無形固定資産の取得による支出 △9,912

投資有価証券の取得による支出 △11,895

その他 △31,578

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,076,116



（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,108,512

割賦債務及びファイナンス・リース債務の返済に
よる支出

△361,544

長期借入れによる収入 3,079,825

長期借入金の返済による支出 △1,840,756

少数株主からの持分取得による収入 106,953

自己株式の取得による支出 △1,056,883

配当金の支払額 △108,695

少数株主への配当金の支払額 △9,036

財務活動によるキャッシュ・フロー 918,373

現金及び現金同等物に係る換算差額 20,477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 860,679

現金及び現金同等物の期首残高 2,148,024

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △141,910

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,866,793



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　当連結グループは輸送用機器部品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する車体プレス部品、厚物精密

プレス部品等の製造・販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

〔所在地別セグメント情報〕

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
日本

（千円）
北米地域
（千円）

アジア地域
（千円）

中南米地域
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
17,938,238 3,649,473 8,552,288 3,661,867 33,801,867 － 33,801,867

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,739,439 － － － 1,739,439 (1,739,439) －

計 19,677,678 3,649,473 8,552,288 3,661,867 35,541,307 (1,739,439) 33,801,867

営業利益 1,232,592 522,815 1,039,044 253,306 3,047,758 (148,208) 2,899,550

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

(1）北米地域　　……　米国

(2）アジア地域　……　中国

(3）中南米地域　……　ブラジル

３．会計処理の方法の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準）

当社は、第１四半期連結会計期間より「たな卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平

成18年７月５日）を適用しております。この変更に伴う、当第２四半期連結累計期間の業績への影響は軽微

であります。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

当社は、第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の

取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更に伴う、当第２四半期

連結累計期間の業績への影響は軽微であります。

（在外連結子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

在外連結子会社の収益及び費用は、従来、当該子会社の決算日の直物為替相場により換算しておりました

が、当四半期連結会計期間より、期中平均為替相場により換算する方法に変更しております。この変更は、

在外連結子会社の重要性が増してきたため、短期的な為替相場変動の影響を排除し期間損益をより適正に表

示するために行ったものであります。この変更に伴う、当第２四半期連結累計期間の業績への影響は軽微で

あります。
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〔海外売上高〕

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 北米地域 アジア地域 中南米地域 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 4,752,429 10,151,147 4,738,663 19,642,239

Ⅱ．連結売上高（千円） － － － 33,801,867

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％）

14.1 30.0 14.0 58.1

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

(1）北米地域 ……… 米国、カナダ

(2）アジア地域 ……… 中国、マレーシア、韓国、インド

(3）中南米地域 ……… ブラジル

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当社は、平成20年７月31日付で特定の株主から自己株式720,000株（価格総額1,056,240千円）を取得しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間末において自己株式1,059,410千円となっております。

－ 2 －



「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間連結損益計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  28,847,963 100.0

Ⅱ　売上原価  23,993,622 83.2

売上総利益  4,854,340 16.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費  2,166,339 7.5

営業利益  2,688,000 9.3

Ⅳ　営業外収益    

１．受取利息 40,405   

２．受取配当金 43,084   

３．為替差益 21,821   

４．持分法による投資利益 218,706   

５．その他 50,317 374,335 1.3

Ⅴ　営業外費用    

１．支払利息 293,970   

２．その他 8,985 302,956 1.0

経常利益  2,759,380 9.6

Ⅵ　特別利益    

１．固定資産売却益 2,367   

２．投資有価証券売却益 － 2,367 0.0

Ⅶ　特別損失    

１．固定資産除却損 15,982   

２．固定資産売却損 106   

３．貸倒引当金繰入額 － 16,089 0.1

税金等調整前中間純利益  2,745,657 9.5

法人税、住民税及び事業税 752,824   

法人税等調整額 145,411 898,236 3.1

少数株主利益  260,807 0.9

中間純利益  1,586,614 5.5
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 2,745,657

減価償却費 2,932,061

退職給付引当金の増加額 28,167

役員退職慰労引当金の減少額 △25,376

賞与引当金の増加額 128,866

役員賞与引当金の減少額 △11,970

受取利息及び配当金 △83,490

支払利息 293,970

持分法による投資利益 △218,706

持分法適用会社への未実現利益
調整額

20,654

有形固定資産除売却損 16,089

売上債権の増加額 △2,206,795

たな卸資産の減少額 204,334

仕入債務の増加額 32,563

未払消費税等の増加額 114,929

前受金の増加額 1,334,143

その他 74,458

小計 5,379,560

利息及び配当金の受取額 129,609

利息の支払額 △293,589

国庫補助金等受入額 75,000

法人税等の支払額 △729,458

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,561,120

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △210,000

定期預金の払戻による収入 210,000

有形固定資産の取得による支出 △7,934,946

有形固定資産の売却による収入
　

1,812,597

無形固定資産の取得による支出 △5,105

投資有価証券の取得による支出 △839,453

その他 △5,480

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,972,388
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前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増額 1,278,171

長期借入金による収入 4,785,100

長期借入金の返済による支出 △2,464,603

小数株主からの払込による収入 266,164

ファイナンス・リース債務の返
済による支出

△14,215

社債の償還による支出 △1,000,000

配当金の支払額 △101,763

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,748,853

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差
額

214,871

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 552,457

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 1,265,110

Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期末残
高

1,817,568
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（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

　当連結グループは輸送用機器部品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する車体プレス部品、厚物精密

プレス部品等の製造・販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

〔所在地別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

 
日本

（千円）
北米地域
（千円）

アジア地域
（千円）

中南米地域
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 16,382,764 4,132,251 7,102,739 2,513,617 30,131,372 (1,283,409) 28,847,963

営業費用 14,774,847 3,658,560 6,551,243 2,355,886 27,340,538 (1,180,575) 26,159,962

営業利益 1,607,916 473,691 551,495 157,730 2,790,834 (102,833) 2,688,000

〔海外売上高〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

 北米地域 アジア地域 中南米地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 7,972,147 7,243,315 2,513,617 17,729,080

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 28,847,963

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
27.7 25.1 8.7 61.5

－ 6 －
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